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【第１回】 

別府市立図書館及び別府市美術館整備基本構想検討委員会 

 

  平成２８年９月２３日（金） 

１３時３０分から 

別府市役所４Ｆ３会議室 

 

 

  「別府市立図書館及び別府市美術館整備基本構想検討委員会」 

委員委嘱状交付 

 

  教育長あいさつ 

 

 

【議   事】 

 

１ 委員会委員長及び副委員長の選出 

 

２ 委員会の目的及び委員会の進め方について【説明・審議】 

 

３ 図書館・美術館の現状と課題について【報告】 

 

４ 各委員より図書館・美術館に対する意見（想い）の発表 

 

５ 市民ワークショップ実施計画書について【説明・審議】 

 

６ 今後のスケジュールについて【説明】 

 

７ 連絡事項 

   







図書館・美術館の現状
と課題

－別府市図書館・美術館整備基本構想策定に向けての共通基盤づくりのために

第1回別府市立図書館及び別府市美術館整備基本構想検討委員会

2016年9月23日（金）



全国的な図書館・美術館の現状
－それぞれの設置数

図書館

•3274館

美術館

•452館
2011年度社会教育調査「設置者別本館・分館別図書館数」「種類別博物館数」に基づく
なお、美術館は博物館法に基づく「登録博物館」に限定



図書館・美術館をめぐる法律
－基本法と上位法

図書館

•図書館法

美術館

•博物館法
社会教育法／生涯学習振興法

教育基本法
憲法



昨今の図書館・美術館の大動向
－脚光を浴びるその機能

図書館

•一貫した成長

•まちづくりの要

美術館

•利用者の増加

•アートの拡張

共通課題としての施設の老朽化
公共施設全体の問題

鑑賞から体験へ貸本＋αの多角化



図書館・美術館の大動向の背景
－急がれる公共施設再整備

複数施設の複合化の流れ



図書館・美術館の再整備の潮流
－まちづくりの要衝化と複合・融合化

1. 山口市立中央図書館・山口情報芸術センター（YCAM）（2003年オープ
ン）：

「ライブラリー×アート」の先駆的な試み

2. TOYAMAキラリ（2015年オープン）：

 まちなかでの図書館・美術館の一体整備

3. 恩納村文化情報センター（2015年オープン）：

 既存の博物館・道の駅相当施設に近接した「図書館」と「観光情報セン
ター」の整備

4. 太田市美術館・図書館（2016年末プレオープン予定）：

 まちに開かれた一体整備

5. 福智町立図書館・歴史資料館「ふくちのち」（2017年オープン予定）：

 既存施設のリノベーションによる取り組み

そのほかの事例に、奈義町（岡山県）、四万十町（高知県）、丸亀市（香川県）、坂出市（香川県）、田川市（福岡県）



委員会議論にあたっての論点候補
－拠点化と融合化

拠点化

•「別府」のまちなかで、

施設をどのように

位置づけるか

融合化

•図書館と美術館が

どのように機能面で

融合的になるか



一例としてのTOYAMAキラリ
－まちなかでの図書館と美術館の融合

http://toyama-glass-art-museum.jp/guidance/

http://toyama-glass-art-museum.jp/guidance/


委員会議論にあたっての注意点
－ギャップの意識

図書館

美術館



委員会議論にあたっての注意点
－ギャップの意識

男性

女性



委員会議論にあたっての注意点
－ギャップの意識

市民

役所



委員会議論にあたっての注意点
－ギャップの意識

地元民

観光客



委員会議論にあたっての注意点
－ギャップの意識

老

若



委員会議論にあたっての注意点
－ギャップの意識

公

民



ギャップを超えるために
－「わたくしたちごと」という意識

じぶんごと

ひとごと

わたくしたちごと



今後の進み方のイメージ
－一般論としての施設整備の流れ

基本構想 基本計画 基本設計

実施設計 建設工事 供用開始



参考：
構想策定支援業務にあたるARG社の
紹介
 公共空間・施設の総合プロデュースを行う横浜の会社です

 創業7年、スタッフ数8名の小さな会社です

 これまで紹介しましたTOYAMAキラリや恩納村文化情報セン
ター等、数々の施設整備に携わってきました

 代表を務める岡本は本委員会と同様の各種委員会での委員経験
がありますので、みなさまのお気持ちに思いを馳せながら業務
にあたってまいります

 気になった点、ご不明な点などがあれば、いつでもお気軽にお
訪ねください

 委員のみなさんが必要とする情報を届け、ご議論・ご判断のス
トレスを減らすのが私たちの仕事です



参考：
ARG社の実施体制図



市民ワークショップ実施計画書
2016年9月23日（金）
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■ワークショップとは何か

2

ワークショップとは

ワークショップは、ただ一方的に意見を聴く場ではなく、あら
かじめ定められた結論の合意の場でもない。コラボレーション
（協働・協同）によってアイデアを創り出す場。 
市民の主体性をはぐくむための手段であり、市民ひとりひとり
が施設づくりやまちの運営に、主体として参加するための契機
となる。



■ワークショップの5つの特徴

3

身体性

協働性

創造性 共有性

プロセス
重視



■基本構想における市民ワークショップの位置づけ

4

1. 別府市での暮らしを生き生きとしたものにするために、まな
びの場として、情報発信の場として、創造の場として図書館
と美術館はどうつながるべきか、また、施設をどのようにつ
くり、どのように利用していけばいいのかをみんなで考え関
わり続けていくための契機とする 

2. 市民が主体としてワークショップに参加し、地域の可能性を
再発見することで、新しい図書館と美術館を地域に開いた形
で創造していくためのエンジンとなる

市民ワークショップの位置づけ



■市民ワークショップの目標

複数の異なる立場のメンバーが協働で創造
的作業に取り組むことで、個別（わたし）
の課題ではなく、地域全体（わたくしたち）
の課題を抽出することができる

①わたくしたちごと化

5

複数の利害関係者が関わる本プロジェクト
において、相互コミュニケーションと協働
創造の場としてのワークショップに参加す
ることで、それぞれの立場からの固定観念
を壊し創造的な解決策が生まれやすくなる

②固定観念（思い込み）を揺さぶる

×

市民がこの相互コミュニケーションと協働創造を体験することで、今回の
図書館・美術館づくりが「わたくしたち」ごとであるという意識を持つこ
と。そして結果として協働的行動や合意形成へとつなげていく。



■基本構想検討委員会と市民ワークショップの連携

6

基本構想検討委員会 市民ワークショップ

• 市民と専門家の協働 
• 情報・プロセスの共有 
• 相互参加（委員の一部）



■市民ワークショップ：タイトル
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別府のまちから考える 
わたしたちの図書館・美術館づくりワークショップ



■市民ワークショップ：概要
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‣ 日程 
第1回：2016年11月27日（日）13:00～16:30 
第2回：2016年12月18日（日）13:00～16:30 
第3回：2017年  1月22日（日）13:00～16:30 

‣ 定員 
30名程度 

‣ 対象 
中学生以上（中学生は保護者からの同意書が必要） 

‣ 開催場所 
ベース（オリエンテーション、協働作業）：別府市役所 
まち歩き：（例）別府市役所・別府公園エリア／別府駅・中心市街地エリア 
　　　　　　　　／鉄輪温泉エリア



■市民ワークショップ：構成【第1回】
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• ＜全体＞レクチャー「近年の図書館・美術館づくりの事例と別府市のプロジェク
トについて／前篇」（15分） 

• ＜全体＞オリエンテーション「本日のプログラムについて」（15分） 
• ＜チーム単位＞歩くエリアを決め、地図をみながら仮コースの設定（15分）

第1部：13:00-13:45 
オリエンテーション

• ＜チーム単位＞各エリアにわかれてまち歩き 
歩きながら「まちと本と図書館」について気づいたことを、話し合いながら、写
真に撮ったり、メモやスケッチに残していく（間に休憩を挟む）

第2部：14:00-15:30 
まち歩き

• ＜チーム単位＞「まちと本と図書館」について見てきたこと気づいたことを地図
に記録していく 

• ＜チーム単位＞地図を編集しながらチーム内で話し合い気づいたことを共有する

第3部：15:45-16:30 
地図に記録する



■市民ワークショップ：構成【第2回】
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• ＜全体＞レクチャー「近年の図書館・美術館づくりの事例と別府市のプロジェク
トについて／後篇」（15分） 

• ＜全体＞オリエンテーション「本日のプログラムについて」（15分） 
• ＜チーム単位＞歩くエリアを決め、地図をみながら仮コースの設定（15分）

第1部：13:00-13:45 
オリエンテーション

• ＜チーム単位＞各エリアにわかれてまち歩き 
歩きながら「まちとアートと美術館」について気づいたことを、話し合いなが
ら、写真に撮ったり、メモやスケッチに残していく（間に休憩を挟む）

第2部：14:00-15:30 
まち歩き

• ＜チーム単位＞「まちとアートと美術館」について見てきたこと気づいたことを
地図に記録していく 

• ＜チーム単位＞地図を編集しながらチーム内で話し合い気づいたことを共有する

第3部：15:45-16:30 
地図に記録する



■市民ワークショップ：構成【第3回】
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• ＜全体＞オリエンテーション「本日のプログラムについて」（15分）
第1部：13:00-13:15 
オリエンテーション

• ＜チーム単位＞2つの地図「まちと本と図書館」「まちとアートと美術館」をみな
がら、別府市の新しい図書館・美術館から生まれていく多様なストーリーを創造
し、ストーリーボードにまとめる（間に休憩を挟む）

第2部：13:15-14:45 
ストーリーづくり

• ＜全体＞作成した地図とストーリーボードを使って「まちと本と図書館」「まち
とアートと美術館」をテーマに発表する 

• ＜全体＞各チームの発表に対して参加者全員でインタラクティブに意見交換し、
最後に委員の方による講評を行う

第3部：15:00-16:30 
発表・まとめ



■市民ワークショップ：参考イメージ
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和歌山市民図書館　まちと図書館　ワークショップ

文化庁メディア芸術祭富山展　まちとアートとデザイン　ワークショップ



 

 

 

 

 

今後のスケジュール（ワークショップ×委員会） 

 

日 時 内 容 

11/27（日） 

13:00～16:30 

第 1回ワークショップ 

オリエンテーション／まち歩きその 1「まちと本と図書館」 

／地図に記録する 

11/28（月） 
第 2回検討委員会 

「別府の図書館／図書文化」を考える 

12/18（日） 

13:00～16:30 

第 2回ワークショップ 

まち歩きその 2「まちとアートと美術館」／地図に記録する 

／地図を編集する 

12/19（月） 
第 3回検討委員会 

「別府の美術館／芸術文化」を考える 

1/22（日） 

13:00～16:30 

第 3回ワークショップ 

地図を使ってわたくしたちのまちと図書館・美術館について創造する

／発表 

1/23（月） 

第 4回検討委員会 

融合を考える 

―「図書館と美術館」「文化とまち」「観光と日常」「公と民」等― 

3月初旬頃 
第 5回検討委員会 

編集する・まとめる 

 

※検討委員会の開催場所は市役所を予定、開催時間は調整中 

※ワークショップのまち歩きは、市役所を拠点として開催予定 



氏　名 所　　属 備　考

１ 中山　昭則 別府大学国際経営学部教授　 学識経験者

２ 中村　佳史 ＨＵＭＩコンサルティング　代表 学識経験者

３ 田中　恒治 元別府大学短期大学部学長 学識経験者

４ 鶴田　浩一郎 ＮＰＯ法人ハットウ・オンパク　代表理事 学識経験者

５ 平石 　栄 二 別府市図書館協議会委員長 図書関係者

６ 山出　淳也 ＢＥＰＰＵ　ＰＲＯＪＥＣＴ　代表 美術関係者

７ 須股　恵美子
大分県教育委員会社会教育課
社会教育主事

社会教育関係者

８ 澁谷　千晶 小学校図書館教育主任会推薦者 学校教育関係者

９ 池田　祐介 中学校美術科主任会推薦者 学校教育関係者

１０ 豊田　若菜 別府大学国際経営学部 大学生

１１ 渡辺　彩加 立命館アジア太平洋大学　アジア太平洋学部 大学生

１２ 加藤　千明 ＮＰＯ法人大分研究所 公募市民

１３ 明石　智子 自営業 公募市民

１４ 大鶴　史朗 （株）ＴＢＳテレビ 公募市民

「別府市立図書館及び別府市美術館整備基本構想検討委員会」委員名簿
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